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交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
ざ
し
て
 

十

月

ニ

十

二

日

か

ら

 

十

月

三

十

一

日

ま

で

 

秋

の

交

通

安

全

県

民

運

動

展

開

 

県

民

総

ぐ

る

み

で

こ

の

運

動

に

ご

協

力

を

／

 

い
た
ま
し
い
、
こ
ど
も
の
交
 

通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
日
ご
 

ろ
交
通
安
全
の
し
つ
け
を
じ
ゅ
 

う
ぶ
ん
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

秋
は
、
行
楽
な
ど
の
影
響
も
 

あ
っ
て
、
例
年
こ
ど
も
の
交
通
 

事
故
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
 

総
 

務
 

部
 

保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
 

な
で
注
意
し
て
子
供
を
交
通
事
 

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

⑥
新
学
期
・
秋
の
行
楽
期
の
交
 

通
事
故
防
止
 

夏
休
み
が
終
っ
て
新
一
 

が
始
 

ま
り
ま
し
た
。
登
下
校
中
の
交
 

通
事
故
が
ふ
え
ま
す
。
 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
大
丈
 

夫
で
す
か
。
事
故
に
あ
わ
な
い
」
 

よ
う
今
一
度
し
っ
か
り
指
導
し
 

ま
し
ょ
う
P
 

●
と
び
出
し
、
車
の
直
前
直
後
 

の
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

O
横
断
歩
道
を
と
お
り
ま
し
ょ
 

・つ。 

●
学
校
で
き
め
ら
れ
た
通
学
路
 

を
と
お
り
ま
し
ょ
う
。
 

O
手
や
旗
を
あ
げ
て
も
車
は
と
 

ま
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
 

と
ま
っ
た
の
を
た
し
か
め
て
 

わ
た
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

⑥
踏
切
事
故
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
 

に
 

●
い
っ
た
ん
停
車
の
励
行
 

O
左
右
の
安
全
確
認
 

⑥
車
輔
の
整
備
、
装
備
を
怠
ら
 

な
い
よ
う
に
 

●
毎
日
車
の
点
検
を
い
た
し
ま
 

し
よ
う
。
 

O
小
さ
な
故
障
で
も
早
く
直
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

O
汚
れ
を
ふ
い
て
き
れ
い
な
車
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
ゆ
ず
り
合
う
一
秒
一
歩
は
事
 

故
防
ぐ
 

※
安
全
運
転
で
正
し
い
歩
行
で
 

築
こ
う
無
事
故
の
金
字
塔
 

※
右
側
を
よ
い
子
は
行
き
ま
す
 

帰
旦
ょ
す
。
 

※
安
全
は
人
と
車
で
つ
く
る
も
 

の
 

※
町
民
の
心
一
つ
で
交
通
事
故
 

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
マ
ン
ガ
ッ
子
」
と
 

「
テ
レ
ビ
ッ
子
」
 

教
育
委
員
会
充
指
導
主
事
 

大
人
の
生
活
の
中
に
強
く
は
 

い
り
こ
ん
で
い
る
テ
レ
ビ
、
ま
 

た
子
在
〈
の
生
活
と
切
り
離
し
て
 

考
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
マ
ン
 

ガ
や
テ
レ
ビ
は
子
供
の
生
活
を
 

ど
う
変
え
、
ま
た
何
が
プ
ラ
ス
 

に
な
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
 

か
。
た
し
か
に
テ
レ
ビ
は
プ
ー
 

」 

に
幅
広
い
知
識
を
与
え
る
役
割
 

を
果
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
 

秋季狂犬病予防注射のお知らせ 

期 日 時 間 実施場所 実施地区 

収10 9 

午前10時 

12時まで 

上金田公民館 上金田 

南 木 ‘ゲ 南木‘七十石 

時
時
で
 

1
3
ま
 

後
、
分
 

午
 
30 

東金田 乙’ 一区 高見町 

神崎第1ガ 神崎1 垣田太陽 

42. 10. 11 

午前10時 

12時まで 

神崎第2公民館 神崎2 福吉竹本 

役 場 町部 室見 

午後1時 
-'3時 

30分まで 

人見公民館 人見 

役 場 町部 室見 

料金 登録 1 頭につき 250円 
注射 1 頭につき 150円 

永
 

富
 

弘
 

す
。
昔
の
わ
れ
わ
れ
の
テ
レ
ビ
 

の
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
考
 

え
る
と
現
在
の
「
一
 

は
、
そ
れ
 

だ
け
知
識
の
幅
が
広
が
っ
て
い
 

ま
す
。
そ
れ
は
社
会
現
象
に
強
 

い
子
供
や
、
人
間
関
係
の
機
微
 

を
見
て
と
る
子
供
を
育
て
た
と
 

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
 

一
番
頭
を
痛
め
て
い
る
の
は
、
 

父
兄
の
皆
様
で
は
な
い
か
と
思
 

い
ま
す
。
 

一
般
に
テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ
は
 

子
供
の
考
え
る
力
や
態
度
を
な
 

く
し
、
本
を
読
ま
な
い
よ
う
に
 

な
っ
た
と
非
難
さ
れ
、
ま
た
、
 

「
深
く
考
え
ず
、
せ
つ
な
的
で
 

享
楽
的
な
行
動
を
す
る
の
は
テ
 

レ
ビ
や
マ
ン
ガ
の
影
響
で
あ
 

る
」
と
い
う
大
変
な
こ
と
に
な
 

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
し
か
に
 

テ
レ
ビ
は
視
覚
に
訴
え
る
も
の
 

で
す
か
ら
見
て
い
れ
ば
、
あ
ま
 

り
考
え
な
く
て
も
す
じ
が
わ
か
 

る
よ
う
に
出
来
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
テ
レ
ビ
は
都
会
の
生
 

活
を
楽
し
く
画
い
た
場
面
が
多
 

く
、
労
働
の
尊
さ
や
真
実
が
画
 

か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
よ
 

う
で
す
。
特
に
若
い
人
は
農
村
 

に
残
り
た
が
ら
な
い
と
い
う
状
 

態
も
出
て
来
ま
す
。
現
在
テ
レ
 

ビ
は
わ
れ
わ
れ
大
人
の
社
会
で
 

も
、
子
供
の
世
界
で
も
生
活
の
 

一
部
と
考
え
ら
れ
る
時
代
で
あ
 

り
、
ま
た
魅
力
あ
る
も
の
で
す
 

か
ら
そ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
 

か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
場
面
も
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
む
し
ろ
積
極
 

的
に
子
供
の
生
活
の
中
に
生
か
 

し
、
の
べ
つ
や
た
ら
に
見
て
他
 

の
生
活
の
中
ま
で
侵
害
し
な
い
 

よ
う
に
、
計
画
的
に
見
る
よ
う
 

に
話
し
あ
っ
て
工
夫
し
て
見
て
 

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
機
会
を
見
つ
け
内
容
 

に
つ
い
て
固
く
な
ら
ず
に
、
子
 

供
と
話
し
あ
っ
て
教
え
て
や
る
 

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
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町
 

田
 

G
 

町
民
税
の
賦
課
状
況
 

税
 

務
 

課
 

今
月
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
 

の
町
民
税
に
つ
い
て
、
話
を
し
 

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

内
容
に
お
い
て
舌
足
ら
ず
の
点
 

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
御
了
承
 

下
さ
 

6.1現, 42 第ー表（普 通 徴 収 分） 
I 
I 

い
よ
い
よ
本
題
に
入
り
ま
す
 

が
、
ま
ず
第
一
表
は
、
普
通
徴
 

収
分
を
区
別
に
集
計
し
た
も
の
 

で
す
。
こ
の
表
と
昨
年
と
を
比
 

較
（
四
十
一
年
町
報
十
月
号
）
 

い
て
、
五
十
人
減
と
な
っ
て
お
 

り
、
年
税
額
は
三
十
万
」
手
三
 

百
三
十
円
増
と
な
っ
て
い
ま
 

す
。
全
体
的
に
比
較
す
る
と
、
 

納
税
義
務
者
数
で
五
十
人
増
、
 

年
税
額
に
お
い
て
は
二
百
八
十
 

七
万
八
玉
ハ
百
六
十
円
増
と
な
 

っ
て
い
ま
す
『
こ
れ
は
一
二
八
 

・
六
％
の
比
率
を
示
し
て
い
ま
 

口
力
 

種
 
別
 

区
 

年税額 町民税 県民税 税
瑞
 

納
義
 

編 均蓄製 
町民税 
百分比 

義務者 
百分比 醗 

均等割 
百分比 鷲誓 

V. o 

す
れ
ば
、
納
税
義
務
者
数
に
お
 
す
。
で
は
ど
の
」
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
購
 
他

一

計

 

円 
2認,830 

343,850 

1,255,認0 

t0招，690 

106,100 

133, 500 

542
, 

150 

189,450 

95，船0 

60 ,640 

41,640 

円
知
 

知
 
卿
 
910 

760 

650 

060 

~8~
 
3~~ 

25~
 
17~
 

m
 
m
 
m
 
町
 
60, 
75, 
346, 
1~5, 
弘
 
34, 
23, 

円
卿
 
助
 
270 

780 

340 

850 

090 

37~
 
93~
 
39~
 
47~
 

％
 
瓢
 
如
 
仙
 
45
, 
57
, 
196
, 
84
, 
43
, 
26
, 
18
, 

人
 107 

119 

215 

164 

103 

、 103 

98 

86 

42 

49 

47 

人
 38 

29 

88 

弱
 
認
 
凱
 
肌
 
31 

21 

13 

9
 

A
 69
 

90
 

127
 

98
 

80
 

82
 

67
 

55
 

21
 

36
 

38
 

%
 5

.

2

 

8 .6
 

31 .3
 

26 .8
 

2 .4
 

3 .1
 

14.~
 

4 .3
 

2 .1
 

1 .4
 

~.9 

%
 9

.

4

 

10 .6
 

19 .0
 

14 .4
 

9 .1
 

9 .1
 

8 .6
 

7 .6
 

3 .7
 

4 .3
 

4 .3
 

ゾっ8 

2
 
4
 
9
 
8
 
5
 
5
 
~
 
9
 
】ー
 

。J 

4
 
8
 
2
 
7
 
1
 
2
 
4
 
4
 
1
 
1
 
~
 

3
 
2
 

1
 

、
 

多
 9 .6 

10 .6
 

18 .7
 

14 .4
 

9 .3
 

9 .0
 

8 .7
 

7 .7
 

3 .6
 

4 .2
 

4 .2
 

人
鰯
 
耶
 
207 

160 

103 

100 

96 

85 

4~
 
46 

47 

4,065,400 2469,680 1,595,720 1,133 370 763 100.0 100.0 100.0 100.0 1,108 

『
ダ
イ
ヤ
ル
8
を
廻
せ
』
 

こ
れ
は
ス
リ
ラ
ー
映
画
や
、
 

テ
レ
ビ
の
ガ
ー
ド
マ
ン
の
題
名
 

に
ぴ
っ
た
り
で
す
が
そ
う
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
有
線
放
 

送
電
話
と
公
社
線
と
の
接
続
の
 

方
法
で
す
。
昨
年
三
月
公
社
と
 

接
続
出
来
る
様
に
な
っ
て
か
ら
 

利
用
者
が
多
く
八
交
換
手
は
午
 

前
、
」
」
後
の
通
話
の
多
い
時
は
 

て
ん
て
こ
ま
い
で
、
息
つ
く
間
 

も
な
い
状
態
で
す
。
こ
の
様
な
 

中
で
交
換
業
務
を
処
理
し
て
い
 

ま
す
の
で
、
加
入
者
の
中
に
は
 

交
換
手
が
何
度
呼
ん
で
も
応
答
 

有
 
線
 
係
 

が
な
い
と
、
御
不
審
や
御
不
満
 

の
点
が
あ
る
事
と
思
い
ま
す
 

が
、
宜
敷
し
く
お
願
い
し
ま
 

す。 
※
次
の
様
な
場
合
は
ダ
イ
ヤ
ル
 

8
を
廻
し
て
も
交
換
手
が
応
答
 

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
暫
く
待
っ
 

て
再
度
信
号
を
送
う
て
下
さ
 

い。 1
、
電
々
公
社
と
の
接
続
回
線
 

が
三
本
あ
り
ま
す
が
、
三
本
と
 

も
話
し
中
の
場
合
。
 

2
、
交
換
手
が
公
社
の
市
外
を
 

呼
び
出
し
中
の
場
合
。
 

種
の
所
得
者
 

第ー表附表（特 別 徴 収 分） 

が
そ
の
よ
う
に
の
び
た
か
を
調
 

べ
ま
す
と
、
第
三
表
を
み
て
い
 

た
だ
け
ば
わ
か
る
と
思
い
ま
す
 

こ
の
第
三
表
か
ら
今
年
度
の
 

各
業
種
別
一
人
当
り
平
均
年
税
 

額
を
割
出
し
て
み
る
と
、
給
与
 

‘
所
得
者
一
人
当
皇
ハ
、
四
五
〇
 

円
、
営
業
所
得
者
一
人
当
り
九
 

、
五
五
〇
円
、
農
業
所
得
者
一
 

人
当
り
一
「
九
五
〇
円
、
そ
の
 

襲務讐 年税額 町民税 県民税 響犠 線姦雲 歯轟IJ Z)告備考 
194件 8,887,120円 5,348,010円 3,539,110円 752A 618人 134人~ 667人 

3
、一× 

す
が
有
線
加
入
者
と
 

応
答
中
α
場
合
、
ま
た
、
有
線
 

放
送
電
話
は
放
送
が
主
体
で
通
 

話
が
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
 

の
条
件
で
許
可
を
得
て
設
備
し
 

た
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
次
 

の
時
間
内
に
は
放
送
致
し
ま
す
 

か
ら
こ
の
間
は
交
換
手
は
放
送
 

室
に
お
り
、
交
換
台
に
は
居
り
 

ま
せ
ん
の
で
、
公
社
と
の
通
信
 

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
放
送
が
 

終
っ
て
か
ら
ハ
血
性
と
の
接
続
を
 

申
込
ん
で
下
さ
い
。
放
送
時
間
 

は
一
日
、
」
面
。
一
回
、
三
〇
 

分
以
内
 

午
前
七
時
よ
り
七
時
「
百
分
、
 

午
後
〇
時
」
6
分
よ
り
午
後
一
 

時
ま
で
、
午
後
六
時
三
〇
分
よ
 

h
丘
ー
後
七
時
ま
で
 

参
考
ま
で
に
、
 
41 
年
度
、
妃
 

年
度
の
公
社
線
と
の
接
続
状
況
 

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

年税額 町民税
「県民税 

義務者 均等割所 
得割の者 

均等割 
の み 

均等割を 
納める者 

所得割 
のみの者 

合計 12,952, 52C円 7,81乙69，円5,134,830円 1,885人 988人 896人 1,刀5人 110人 

料
金
は
市
外
通
話
料
実
費
と
 

十
円
を
加
算
し
た
も
の
を
預
き
 

ま
す
。
市
外
と
通
話
の
出
来
る
 

範
囲
は
、
 

福
岡
市
 
飯
塚
市
 

山
田
市
 
田
川
市
 

糸
田
町
 
小
倉
区
 

直
方
市
 
行
橋
市
 

赤
池
町
 
方
城
町
 

金
田
 

川
崎
町
 
添
田
町
 

大
任
町
 
香
春
町
 

赤
村
 

市
外
通
話
料
は
役
場
が
立
替
 

え
て
公
社
に
支
払
っ
て
い
ま
す
 

の
で
、
毎
月
令
書
が
配
付
さ
れ
 

た
な
ら
ば
忘
れ
ず
に
役
場
収
入
 

役
に
納
入
し
て
下
さ
い
。
滞
納
 

者
に
は
通
話
を
停
止
す
る
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
の
で
、
充
分
注
意
 

下
さ
い
。
 

以
上
お
留
意
の
上
『
ダ
イ
ヤ
 

他
事
血
来
所
得
者
一
人
当
り
二
、
 

七
五
〇
円
、
そ
の
他
所
得
者
一
 

人
当
り
七
、
五
〇
〇
円
と
な
り
 

ま
す
。
こ
れ
を
更
に
分
類
し
、
 

普
通
徴
収
分
一
人
当
り
三
、
五
 

現
 

】I
上
 

&
 

昭
 

課 税 状 況（町民税） 第二表 

~ 業 種 別 年君瀬 鷲務響 均等割と所得額の者 均等割のみの者 所得劃重納ぬ亙煮ー~ 
人員I 総所得金額等」 

N 千円I 
738 
170 84, 9511 
54 17,48 
24 19,7901 
2, 1,2641 

人員 税’ 額 人員 税 額 

臨綴 
轟
 1,3
55
 

11
6 

39
9 

9 

人 
1,526 
器5 
銘 
雛 
2 

(110) 
738 
170 
54 
雛 
2 

（刀6,580）円 
5,781,290 
1,342,000 
107,000 
399,000 
9,000 

人
 788 
65 

44 

円 
157,600 
13,000 
8,800 

~ 計 7,818 1,885 988 7,638,290 897 179,400 「ggl 469,4891 

? 

ル
8
』
を
廻
・
 

ノ 

い
さ
い
。
 

長

寿

を

祝

う

敬

老

会

 

暑
か
っ
た
今
年
の
夏
も
漸
く
 

終
り
を
告
げ
、
朝
々
4
涼
し
さ
を
 

覚
え
る
九
月
十
五
日
、
敬
老
の
 

吉
き
日
、
永
年
社
会
の
た
め
、
 

家
庭
の
た
め
尽
し
て
こ
ら
れ
た
 

金
田
町
在
住
の
お
年
寄
り
の
長
 

寿
を
お
祝
い
す
る
昭
和
四
十
一
一
 

年
度
金
田
町
敬
老
会
が
金
田
小
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

学
校
講
堂
で
、
来
賓
多
数
臨
席
 

の
も
と
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
今
年
は
明
治
三
十
年
九
 

月
十
五
日
以
前
に
生
れ
た
満
七
 

・」＋4
以
上
の
方
々
三
二
三
名
を
 

御
案
内
致
し
ま
し
た
が
。
二
〇
 

三
名
の
何
れ
も
壮
者
を
凌
ぐ
元
 

気
な
お
姿
を
お
迎
え
で
き
ま
し
 

た。 
国
歌
斉
唱
、
老
人
名
読
上
げ
 

に
は
じ
ま
り
、
亡
く
な
っ
た
 

方
々
に
黙
構
を
捧
げ
、
八
十
八
 

才
以
上
の
方
に
県
知
事
、
町
長
 

よ
り
記
念
品
、
八
山
→
d
以
上
の
 

夫
婦
に
町
長
よ
り
記
念
品
を
贈
 

呈
し
、
ま
た
お
年
寄
り
全
員
に
 

町
長
よ
り
記
念
品
を
贈
り
ま
し
 

た。 
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
議
会
議
 

長
、
教
育
長
、
婦
人
会
長
の
祝
 

辞
の
後
祝
宴
に
う
つ
り
ま
し
 

た
。
お
弁
当
・
お
酒
・
サ
イ
 

ダ
ー
な
ど
で
和
や
か
に
会
食
し
 

更
に
、
婦
人
会
各
支
部
よ
り
の
 

見
事
な
演
芸
の
披
露
が
あ
り
、
 

は
て
は
来
賓
、
老
人
の
飛
入
り
 

な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
 

し
て
い
た
だ
き
、
午
後
一
時
祝
 

宴
の
幕
を
と
じ
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
の
皆
様
、
来
年
の
 

九
〇
円
。
特
別
徴
収
分
一
人
当
 

り
一
一
、
八
二
〇
円
と
な
り
ま
 

す
。
で
は
金
田
町
昨
年
（
四
十
 

一
年
中
）
の
総
所
得
金
額
な
ど
 

は
四
億
六
千
九
百
四
拾
バ
万
九
 

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
 

の
う
ち
給
与
所
得
者
が
約
七
四
 

％
、
営
業
所
得
者
が
約
一
八
 

※（ ）内書は、所得割の 

敬
老
会
に
も
ど
う
ぞ
お
元
気
な
 

お
姿
を
会
場
に
お
見
せ
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

八
十
八
才
以
上
の
御
老
人
 

内
田
タ
ケ
 

（
南
木
）
 

野
田
シ
ン
 

（
町
三
）
 

藤
村
ソ
メ
 

（
町
一
）
 

森
ミ
ナ
ェ
 

（
神
崎
一
）
 

八
十
才
以
上
の
御
夫
婦
 

尾
形
 
渡
 

（
町
一
）
 

ク
、
、
、
ヤ
ノ
 

（
 
ク
 
） 

仲
野
又
次
 

（
人
見
）
 

ク 

カ
ク
 

（ 
ク 
） 

% 
農
業
所
得
者
が
約
四
％
、
 

そ
の
他
が
四
％
と
な
っ
て
い
ま
 

第三表 町（県）民税前年度対比 42.6.1現 

す
。
こ
れ
か
ら
お
し
て
給
与
所
 

得
者
の
占
め
る
割
合
が
い
か
に
 

大
で
あ
る
か
が
わ
か
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
町
民
税
に
お
い
 

て
は
昨
年
よ
り
二
八
％
も
延
ん
 

で
い
る
の
で
す
。
こ
れ
も
皆
様
 

方
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

業 種 別 
41年度年税額 42年度年税額 対 比 

納税義務者 年税額 納税義務者 年税額 義務者 年税 

者

者

者

業

者

者

 

-

I::')/j 

'

r ' .
I

I

- 
'
 

馴
新
新
酬
争
m
 

給
営
農
そ
所
そ
 

A
 93
 

81
 

25
 

37
 

19
 

2
 
3
 
1
 

千円 人 
7,082 1,526 

2,015 235 

91 98 

776 24 

110 ' 2 

千円 
9,843 

2,244 

191 

660 

15 

% 
118.0 

61.7 

78.4 

64.9 

10.5 

% 
138.9 

111.4 

200.9 

85. 1 

13.2 

~ 割 1,855 10,074 1,885 12,953 101.6 128.6 

「

お

茶

の

間

メ

 モ
」
 

⑥
 
入
浴
さ
ま
ざ
ま
 

日
本
人
の
フ
ロ
好
き
は
有
名
 

で
す
が
、
こ
ん
な
入
h
エ
力
が
あ
 

る
の
を
ご
存
じ
で
し
よ
う
か
。
 

や
せ
る
た
め
に
は
、
熱
い
湯
 

に
短
く
何
回
も
入
る
。
就
寝
 

前
、
疲
れ
を
と
る
た
め
に
は
、
 

ぬ
る
間
に
湯
に
長
く
入
る
。
 

そ
し
て
、
朝
仕
事
前
に
あ
つ
 

い
湯
に
短
く
入
る
の
は
気
分
が
 

壮
快
に
な
る
し
、
健
康
に
も
よ
 

い
と
の
こ
と
。
余
裕
が
あ
っ
た
 

ら
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
 

⑥
 
じ
ぶ
ん
で
で
き
る
 

健
康
テ
ス
ト
 

現
代
は
半
健
康
時
代
な
ど
と
 

い
わ
れ
ま
す
。
次
に
あ
げ
る
項
 

目
の
中
で
五
つ
以
上
あ
っ
た
方
 

は
、
お
医
者
さ
ん
を
訪
ね
て
下
 

さ
い
。
 

①
ぜ
ん
そ
く
が
あ
る
②
よ
く
ど
 

う
き
が
す
る
か
③
足
が
む
く
む
 

こ
と
が
あ
る
か
④
食
後
胃
が
は
 

る
か
⑤
便
秘
し
が
ち
か
⑥
黄
痕
 

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
⑦
 

肩
・
背
す
じ
が
は
る
こ
と
が
あ
 

る
か
⑧
ひ
ど
く
頭
が
重
か
っ
た
 

り
痛
ん
だ
り
し
て
つ
ら
い
こ
と
 

が
あ
る
か
⑨
急
に
め
ま
い
が
く
 

る
こ
と
が
あ
る
か
⑩
少
し
動
く
 

と
く
た
び
れ
て
し
ま
う
か
⑩
 

夜
、
何
度
も
小
用
に
起
き
る
か
 

⑩
食
事
が
胸
に
つ
か
え
る
よ
う
 

な
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
⑩
腰
が
 

痛
ん
で
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
か
 

＠
ち
ょ
ょ
と
し
た
こ
と
で
お
こ
 

り
ゃ
す
い
か
⑩
い
つ
も
面
白
く
 

な
く
気
が
ふ
さ
ぐ
か
 

い

か

が

で

す

か

？

 

お

体

は

大

切

に

 

⑥
 
煙
草
の
上
手
な
す
い
方
 

煙
草
が
健
康
に
よ
く
な
い
の
 

は
定
説
の
よ
う
だ
が
、
ど
う
し
 

て
も
止
め
ら
れ
な
い
人
に
は
、
 

次
の
す
い
方
を
お
す
す
め
し
ま
 

す。 
①
ゆ
っ
く
り
す
う
②
」
牙
の
ー
 

だ
け
す
っ
て
す
て
る
③
深
く
す
 

い
こ
ま
な
い
④
フ
イ
ル
タ
ー
付
 

き
に
す
る
。
と
に
か
く
、
二
十
 

本
以
上
吸
う
人
は
、
非
喫
煙
者
 

に
比
し
て
肺
ガ
ン
に
な
る
割
合
 

は
お
よ
そ
一
二
倍
、
一
本
す
う
 

ご
と
に
 
「
四
分
三
〇
秒
命
が
 

ち
ぢ
ま
る
計
算
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 

（
中
央
公
民
館
）
 

ー―~ 
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子

ど

も

会

の

必

要

性

 

近
代
に
入
づ
て
、
児
童
観
は
 

」
振
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
初
．
 

め
は
、
子
ど
も
は
ほ
っ
て
お
く
 

と
悪
く
な
る
、
こ
れ
を
訓
練
し
 

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
 

え
方
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
懲
 

罰
主
義
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
 

ま
す
。
こ
の
考
え
方
で
は
、
子
 

ど
も
の
集
ま
り
や
、
子
ど
も
た
 

ち
の
相
談
な
ど
と
い
う
も
の
一
 

報
 
は
、
厄
介
な
も
の
危
険
な
も
の
 

と
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
し
か
 

中
 
央
 

公
 

民
 
館
 

し
、
そ
の
後
、
生
ま
れ
な
が
ら
 

悪
い
子
ど
も
は
い
な
い
、
子
ど
 

も
が
悪
く
な
る
の
は
む
し
ろ
社
 

会
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
 

て
、
現
在
の
よ
う
に
、
子
ど
も
 

を
も
っ
と
保
護
す
べ
き
と
い
・
つ
 

考
え
方
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
児
童
観
の
転
換
 

は
、
欧
米
で
は
 20 

世
紀
の
初
頭
 

に
起
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

日
本
で
、
一
般
の
風
潮
と
な
っ
 

た
の
は
戦
後
で
あ
り
ま
す
。
悪
 

い
の
は
お
と
な
で
あ
っ
た
。
子
 

ど
も
は
悪
い
の
で
は
な
か
・
っ
 

た。 

ガ
子
ど
も
を
守
れ
カ
、
と
 

い
う
こ
と
が
、
合
い
言
葉
の
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

児
童
福
祉
法
、
児
童
憲
章
な
 

ど
が
制
定
さ
れ
、
児
童
の
健
全
 

書
息
以
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
 

（
義
勇
兵
）
活
動
や
子
ど
も
会
 

な
ど
も
、
―
つ
ぎ
つ
ぎ
に
促
が
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
近
ご
ろ
で
は
、
 

子
ど
も
た
ち
を
守
る
と
い
う
消
 

極
面
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
 

能
力
開
発
と
い
う
積
極
面
が
い
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
子
 

ど
も
は
す
べ
て
、
成
長
発
達
の
 

可
能
性
を
内
在
し
て
い
る
と
い
 

ニ乙「m
頼
に
根
ざ
す
も
の
で
す
。
 

か
く
て
、
子
ど
も
会
に
も
、
 

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
自
由
に
 

表
現
さ
せ
、
そ
の
長
所
を
伸
ば
 

す
と
い
う
積
極
的
な
目
標
が
打
 

ち
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

子
ど
も
会
と
は
、
そ
の
名
が
 

示
す
よ
う
に
、
子
ど
も
の
た
め
 

の
、
子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
 

国

を

 さ
 
さ
 
え
 
る
 
若
 
い
 
力
 

日
本
の
平
和
と
安
全
を
守
る
陸
、
海
、
空
、
自
衛
官
募
集
 

（
志
願
案
内
）
 

高
卒
者
が
多
数
活
躍
し
て
い
る
近
代
装
備
の
自
衛
隊
 

取
場
と
し
て
の
特
徴
 

⑥
誇
り
高
い
使
命
 

わ
が
国
の
安
全
と
平
和
を
、
 

守
り
経
済
社
会
、
文
化
等
の
向
 

上
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
？
 

⑥
身
分
の
保
障
 

特
別
転
、
国
家
公
務
員
と
し
 

て
身
分
が
保
障
さ
れ
、
景
気
の
 

好
不
況
に
影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

⑨
思
ま
れ
た
給
与
 

①
十
八
才
で
初
任
給
一
一
、
 

五
〇
〇
円
、
そ
の
他
に
衣
、
食
、
 

住
が
、
無
料
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

②
実
質
給
与
二
六
、
八
〇
〇
 

円
と
な
り
ま
す
。
 

（
福
岡
市
内
 

一
般
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
十
八
才
平
 

均
給
与
一
八
『
二
〇
〇
円
）
ノ
 

③
益
一
月
五
、
〇
〇
〇
円
の
小
 

遣
い
を
使
っ
て
四
年
間
で
一
〇
 

〇
万
円
の
貯
金
が
で
き
ま
す
。
 

⑥
心
身
の
鍛
練
 

①
新
入
隊
員
父
兄
の
所
感
 

身
体
が
見
違
え
る
よ
う
に
、
 

頑
丈
に
な
り
こ
と
ば
使
い
や
、
 

態
度
も
き
び
き
び
し
、
し
か
も
 

親
兄
弟
に
対
す
る
思
い
や
り
が
 

総
 

務
 

課
 

出
来
て
心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
い
 

ま
す
。
 

②
出
身
校
の
先
生
 

こ
と
ば
使
い
や
能
貰
が
き
び
 

き
び
し
て
あ
の
生
徒
が
と
思
う
 

程
よ
く
な
っ
た
。
 

⑥
技
術
が
身
に
つ
く
 

①
自
動
車
の
運
転
、
整
備
、
 

通
信
等
い
ろ
い
ろ
の
資
格
を
、
ノ
 

と
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
 

②
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
 

国
宝
正
験
に
合
格
し
た
い
と
 

い
う
f
 

気
持
の
者
が
大
塾
集
 

し
ー
 

っ
て
い
る
の
で
互
に
励
ま
し
合
 

い
勉
強
で
き
ま
す
。
 

⑥
進
学
の
夢
が
か
な
え
ら
れ
る
 

夜
間
大
学
、
ま
た
は
通
信
教
 

育
を
受
け
て
い
る
者
が
、
福
岡
 

県
下
の
部
隊
だ
け
で
も
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

夜
間
大
学
…
…
一
八
〇
名
 

通
信
教
育
大
＼
矛
ー
五
〇
名
 

⑥
将
来
幹
部
（
の
道
 

①
夜
間
大
学
通
信
教
育
卒
業
 

後
、
一
般
の
幹
部
候
補
生
と
し
 

て
受
験
合
格
し
て
現
在
幹
部
と
 

し
て
多
数
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

②
大
学
へ
行
か
な
い
人
も
、
 

本
人
の
努
力
次
第
で
曹
と
な
 

り
、
幹
部
に
は
毎
年
多
数
の
人
 

が
、
昇
進
し
て
い
ま
す
。
 

回
」
満
期
退
取
の
場
合
は
有
利
な
 

条
件
で
一
〇
〇
％
就
取
 

団
体
訓
練
に
よ
る
規
律
、
礼
 

会
な
の
で
す
。
あ
る
人
た
ち
 

は
、
中
国
の
少
年
隊
の
よ
う
な
 

も
の
が
「
ほ
ん
と
の
子
ど
も
会
 

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
人
 

は
ア
メ
リ
カ
の
児
童
福
祉
事
業
 

や
グ
ル
ー
プ
・
ワ
r
ク
に
学
ば
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
ま
 

す
。
外
国
の
長
所
を
と
り
入
れ
 

る
の
も
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
 

日
本
に
は
日
本
の
歴
史
的
、
社
 

会
的
条
件
が
あ
り
ま
す
。
 

わ
れ
わ
れ
は
日
本
の
歴
史
 

的
、
社
会
的
条
件
が
、
子
ど
も
 

の
た
め
の
、
子
ど
も
に
よ
る
、
 

子
ど
も
会
を
必
要
と
し
て
い
る
 

の
で
は
な
い
で
し
き
っ
か
。
 

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

大
会
の
お
知
ら
せ
 

子
ど
も
会
の
健
全
な
る
育
成
 

活
動
の
一
環
と
し
て
来
る
、
十
 

月
十
日
（
体
育
の
日
）
の
午
前
 

八
時
三
十
分
よ
り
中
央
公
民
館
 

主
催
に
よ
り
金
田
町
二
十
五
の
 

子
ど
も
会
の
参
加
に
よ
り
ソ
フ
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
金
田
小
学
校
 

及
び
金
田
中
学
校
の
両
会
場
に
 

お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
 

御
存
知
で
す
か
。
ぶ
ど
う
で
お
酒
を
つ
ぐ
る
こ
と
は
禁
じ
 

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ヤ

 
ミ

 
酒
は
飲
む
ま
い
、
【
早
つ
ま
い
 

造
る
ま
い
 

（
田
川
税
務
署
）
 

儀
正
し
さ
が
身
に
つ
い
て
い
 

る
。
考
え
方
が
し
っ
か
り
し
て
 

い
る
。
等
の
理
由
で
あ
ら
ゆ
る
 

方
面
か
、
皇
局
く
評
価
さ
れ
歓
迎
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑨
応
募
資
格
 

十
八
才
ー
二
十
五
才
未
満
で
 

日
本
国
籍
を
も
つ
健
康
な
男
子
 

⑥
試
験
 

簡
単
な
筆
記
試
験
、
面
接
、
 

身
体
検
査
 

学
歴
や
技
術
を
身
に
つ
け
 

将
来
の
夢
を
築
こ
う
ノ
・
 

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
 

務
課
へ
お
・
 

せ
下
さ
い
 

十
月
の
予
防
接
種
及
 

び
検
査
の
お
知
ら
せ
 

衛
生
係
 

十
月
士
ハ
日
 

生
ワ
ク
チ
ン
 

の
投
与
（
中
 

央
公
民
館
）
 

十
月
二
士
ニ
日
 
イ
ン
フ
ル
エ
 

ン
ザ
ー
予
防
 

接
種
（
中
央
 

公
民
館
）
 

十
月
ニ
十
七
日
 
食
品
取
扱
業
 

者
の
検
便
 

（
役
場
）
 

十
月
三
十
一
日
 
イ
ン
フ
ル
エ
 

り
ま
し
た
の
で
住
民
の
皆
様
方
 

の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
 

致
し
ま
す
。
 

昭

和

四

十

ニ

年

度

就

学

 

予

定

者

の

調

査

を

は

じ

 

め

ま

し

た

 
教
育
委
員
会
 

住
民
票
に
よ
り
こ
の
調
査
を
し
 

て
い
ま
す
が
、
転
入
転
出
の
方
 

で
来
年
度
入
学
の
お
子
様
が
お
 

ら
れ
る
方
は
必
ず
教
育
委
員
会
 

へ
お
届
け
下
さ
い
。
電
話
で
も
 

結
構
で
す
。
 

〇
入
学
〕
「
山
ル
者
 

昭
和
 36 
年
4
月
2
日
以
降
 

昭
和
 37 
年
4
月
1
日
ま
で
に
 

出
生
し
た
も
の
 

御

芳

志

あ

り

が

と

う

 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

古
屋
近
雄
殿
 

長
女
紀
子
様
の
香
典
返
し
と
 

‘
し
て
教
育
後
援
会
に
御
寄
付
 

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

教
育
後
援
会
 

ン
ザ
ー
予
防
接
種
（
中
央
公
 

民
館
）
 

.
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